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●歯科医院内で発生した緊急事態に対し，歯科医師が独自の判断で
対処できること，また対処しなければならないことへの対処法を流
れ図（アルゴリズム）で示しながら解説．
●本書は，アメリカ心臓協会（AHA）の一次救命処置（BLS）のガ
イドライン2010を基準にし，ガイドライン2005からの変更点につ
いては，変更理由の理解を深めるために学術的な解説を加えました．
●対象の患者さんを成人と小児に重点をおき，緊急事態の想定例も
必要最低限に厳選して，一人，二人の歯科医師とスタッフが一緒に
確実に行うべき最低限の処置と手技を劇画タッチのイラストで明快
に解説．「要点！」を欄外に明記し，押さえておくべきポイントが一目
でわかります．安全な歯科医療実践のために必携すべき一冊です． 
●臨場感あふれる場面がリアリティーに描かれた劇画により，何を
どう判断し，どう対処すればいいかが，たちまちわかります！
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AHAガイドライン2010を解説したはじめての書！
歯科緊急事態に必要な最低限の処置を厳選！
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AHAガイドライン2010と
歯科医院での緊急対処法
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すぐに使える！ 歯科診療室での 医療安全実践ガイド

AHAガイドライン2010と歯科医院での緊急対処法
これで安心！ 歯科診療室での患者急変対応ガイド （　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

患者急変！ さあどうする！ そのとき必ず役に立つ1冊です！

これで安心！
歯科診療室での
患者急変対応ガイド

イド

●本書は単なる救急蘇生法を学ぶ本ではありません．歯科診療中に患
者さんが急変する前兆に気付き，早い段階で危険性を予測し対策を講
じることで，歯科医療（診療）の質と安全を向上させるための本です．
●卒後教育で患者急変対応を学び，救急蘇生法の講習会で研修を受
けても，実際の歯科診療室において，いざというときどうするかの手順
を習得することは難しいのが現状です．
●本書では，診療中の歯科医師が，患者さんが急変する前兆に気付く
ためのポイントを整理し，迅速な対処に必要な知識とスキルを，シミュ
レーションで養えるようわかりやすくまとめました．
●白衣のポケットに入るサイズ，簡潔・平易な記述ですので，患者さん
に接する機会の多い歯科衛生士さんもお読みいただけます．

このような先生・スタッフにおススメです・・・・！
◇ 歯科診療で“読んで役に立つ”実用書を探している
◇ 歯科診療で「患者さんの顔色が悪くなった」「気分が悪い……」との経験がある
◇ インプラント治療を安心・安全に成功させたい
◇ インレー・クラウンを飲み込ませそうになった経験がある
◇ 救急蘇生の講習会は「つまらない……」,「現場で役立たない？？」と思った
◇ 訪問歯科診療, 高齢者・有病者歯科診療に取り組んでいる, または始めようと考えている
◇ モニタ（血圧計・パルスオキシメータ）を上手に活用したい
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